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本書 は延 岡市教育委員会が国県補助 を受 け実施 した、市内遺跡発

掘調査事業の調査報告書です。

延 岡市は宮崎県の北部 に位置 し、豊富な水資源 を利用 した県内最

大の電気化学工業集積地 として栄 え、教育文化 。産業経済の牽引役

を担っています。江戸時代 は 日本最南端の譜代藩、延 岡藩の城下町

として栄 えま した。その遺産の一つである延 岡城跡 を利用 し、市民

参加 による 「のべおか天下一薪能」、「城 山か ぐらまつ り」等が開催

されています。近年 は九州保健福祉大学の開学や、国道 10号 延 岡

道路及び国道 218号 北方延 岡道路の部分開通な ど永年の課題 も解消

されつつあ り、大きな変革期 を迎 えています。 また、合併 に伴い市

有面積 が九州 2番 目の広 さを持つ よ うにな り、豊富な伝承芸能や農

林水産資源 を活か した、新たな活気 あるまちづ くりが始まつた とこ

ろです。

本書が文化財保護への理解 を深 める一助 として、広 くご活用いた

だければ幸いです。

最後にな りま したが、発掘調査 にあた り宮崎県教育委員会 をは じ

め、地権者並びに開発事業関係者 のご協力 をいただきま した ことに、

深 く感謝いた します。

平 成 22年 3月

延岡市教育委員会

教育長   町  田 訓 久



例

本書は各種開発事業に伴い、延岡市教育委

員会が国・県補助を受け、平成 21年度に

実施した市内遺跡発掘調査報告書である。

本年度は、7箇所の試掘・確認調査を実施

した。

昨年度調査を実施した、舞見田地′煮、延岡

城内遺跡じ■9列、延岡城内遺跡(第 20を分、

南久保山第 1地′点、北久保山遺跡暢手1カ、

東原遺跡笞%角 、棘 溜亦(第 6nイ然 書
に1獅穀し亀

年度末に調査した今井野遺跡(第 13を分は次

年度に報告する。

発掘現場での実測、写真撮影等の記録は発

掘作業員の補助を得て、山田聡、小野信彦、

尾方農一、高浦哲、甲斐康大が行つた。

整理作業は延岡市教育委員会で行つたD本

書に使用している遺構の製図、図面作成、

出土遺物の撮影。実測・製図。図面作成は、

敷石サヨ子、仁尾佐代子、原田洋子、藤本

千鳥、森有美、山本敬子の協力を得て、各

現場の担当者が行った。

本書における方位は磁北を示し、レ彰レは

すべて海抜高である。

本書の執筆は各担当者が行い、編集は尾方

が行つた。

出土遺物及び調査記録類は、延岡市教育委

員会で保管し、今後、展示公開する予定で

ある。
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第 1章 はじめに

1.は じめに

延岡市は宮崎県の北部に位置し、九州山地や大崩・祖母・傾山系に源を発し日向灘に注ぐ五ヶ瀬

川・北)「 |・祝子川の下流域にあたる。これらの河川によつて形成された沖積平野に市街地や住宅地、

工業地帯が広がり、宮崎県北部の中心都市となつている。豊かな自然環境を利用し、古くから農林

水産業が盛んである。また、豊富な水資源を利用した電気化学工業を中心とする県内有数の工業集

積地でもある。中心市街地には近世延岡藩主の居城であつた延岡城跡があり、「千人殺し」と呼ば

れる高石垣を中心とした石垣群が残り、現代の都市景観と歴史的景観が融合する街並みが形成され

ている。

本年度における本市の埋蔵文化財保護行政は、景気の動向を反映し民間開発は大小問わずに、引

き続き減少傾向にあつた。一方、公共事業では大規模な開発が多く行われている。天下町では「ク

レアパーク延岡」工業団地の造成、古川町・岡富町では区画整理事業等の大規模事業が進捗中で、

新たに北方町で、新最終処分場建設事業が本格化し、それに伴う埋蔵文化財の発掘調査も始まつた

ところである。また、延岡北方道路の北方 IC～蔵田区間での埋蔵文化財の発掘調査も始まり、東九

州自動車道の新直轄方式による建設が行われている蒲江 IC～北川 IC間も、埋蔵文化財の調査と並

行し建設事業が進められている。これらの開発事業やその関連事業と埋蔵文化財保護との調整資料

を得るために、試掘・確認調査を実施した。

2.調 査の組織

調査主体 延岡市教育委員会
教  育  長
教 育 部 長

カルチャーガーン担当副参事兼力

"ャ

ーフ
°
ラサ
や
のべおか館長・文化課長

文化振興対策監兼文化課長補佐・文化振興係長

文化課文化財係長

庶務担当 文化振興係主任主事

調査担当 文化課文化財係長
文化財係専門員

文化財係主任主事

文化財係主任主事

文化財係主事

町  田
笠 江

渡 邊
大 島
山 田

訓 久
孝 一

博 吏
紀 世

聡

松 岡 直 子

山

/Jヽ

尾

高

甲

田

野 信
方 農
浦

斐 康

聡

彦

一

哲

大

-1-



発掘作業員

安藤登美子、市来二郎、岩切直美、内倉フナ子、上杉和正、甲斐淳彦、甲斐カツキ、甲斐カズヱ、

甲斐さよみ、甲斐ひとみ、叩斐保子、甲斐如高、金サ|1富子、神崎守二、工藤洋子、酒井清子、

篠原弘助、白石良子、高橋サチ子、津野和幸、中川文夫、中川由美子、林田裕子、平尾美千代、

古谷新一、り「田志保、山内伸夫、山内ゆかり

整理作業員

敷石サヨ子、仁尾佐代子、原田洋子、藤本千鳥、森有美、山本敬子

なお、調査にあたつて地権者の方をはじめ、地区住民の方々、開発部局・関係機関及び開発事

業者等に多くの配慮をいただいた

第 1表 平成 21年度市内遺跡発掘調査地一覧

番号 遺跡名 所在地 調査原因 調査面積 開始日 終了日

1 日の出町1丁 目角原地点 日の出町 1-9-10 個人住宅 5.0だ 20090430 20090501

2 上多々良遺跡 (第 12次 ) 古サ|1町 430 遺跡発見 1,400∬ 20090518 20090609

3 沖田貝塚 小野町口広橋北詰 市道改良 7.68∬ 20090617 20090617

4 天下中須遺跡 (第 1次 ) 天下町 169 外 市道改良 46∬ 20090721 20090824

5 野田人田遺跡 (第 4次 ) 野田町 5290 外 集合住宅 15だ 20091018 20091028

6 天下城山遺跡(第 3次 ) 天下町 527乙 外 個人住宅 つ
ｍ 20091209 20091215

7 今井野遺跡 (第 13次 ) 天下町 12081 外 工業団地 112.5だ 20100312 20100320

-2-
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第 2章 調査の記録

1.舞見田地点

所 在 地 延岡市北川町川内名 64432外

調 査 原 因 農業基盤整備事業
調 査 期 間 20090212～ 20090312

(1)位置と環境
舞見田地区の所在する北川町は、延岡市の北部

に位置し北は大分県と境を接する。森林資源が豊

富で県内有数の山林面積を誇り、町内を北から南

に貢流する北川の豊かな水産資源にも恵まれてい

る。秋には鮎漁が盛んに行われ、青い竹ざさでせ

きを作って落魚占を獲る、北サII独特の漁法 「しばぜ

き漁」は秋の風物詩の一つである。また、ホタル

の名所として知られ、5月 下旬から 6月 中旬の夜

には、無数のグンジボタルが宙を漂う幻想的な光

景が見られる。町の西側には、多くの登山家に愛

好されている大崩山 (標高1,643m)が ある。その

大崩山一帯を源流域とする祝子川渓谷は、自然の

造形美が美しく、まさに山紫水明の地である。祝

子川渓谷沿いに自生する孟宗錦明竹 (も うそうき

んめいちく)は、現在のところ全国に 3ヶ所しか

その自生地が確認されておらず、国の天然記念物

に指定されている。

今回調査を行った舞見田地区は、北川の支流で

ある小川の左岸に位置する。舞見田地区から約

2km下流に行くと北川と合流する。北川は合流点
から更に6km下 り河口に到達する。小川は大分県
境の山々を源流域とし、多くの支流を集め、大き

く蛇行をしながら流れ下る。今回の調査地は右岸

側に大きく蛇行した地点で、その内側 (左岸側 )

に形成された砂洲にあたる。

当地に農業基盤整備事業の計画があることから、

市北川町総合支所農林より文化財所在の有無につ

いて照会を受けた。近年、北川は大きな洪水を経

験しており、その影響等も考慮されるが、付近に

庚申塔なども多く散見し、地形的な観察からも埋

蔵文化財の所在する可能性が考えられることから、

試掘調査を実施した。

調査面積  60.0だ
担 当 者  尾方
処  置  慎重工事

Fig 4舞見田地点調査区位置図(1/15,000)

PL l舞見田地点 近景 (北から)

PL 2舞見田地点調査状況
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(2)調査の概要

今回の調査では、まず調査区の設定に苦慮した。まず調査対象地が広い。次に、計画段階であり耕

作が行われている。耕作等への影響から地権者の承諾も受けにくい等の条件があつた。そこで市北川

総合支所農林課及び地権者の代表者と協議の上、調査箇所を 4ヶ所に限定して行つた。調査区の設定

には、注意を払い可能な限り全体像を掴めるように行った。

調査地の砂州は川の流れに沿つて、上流から下流に約1.6km、 最大幅は0.4kmある。第 1区は調査

地の南端、最下流側に設定した。第 2区は調査地のほぼ中央の川から最も離れた地点に設定し、第 3

区は可能な限り川に近い地点に設定した。第 4区は調査地の北端、最上流側に設定し調査を行つた。

各調査区ともに、古水田面の検出と遺物の収集に主眼を置き、堆積状況の確認のために トレンチを設

定し調査をおこなつた。

第 1区の調査は南北方向、東西方向にそれぞれ トレンチを設定し行つた。両 トレンチで石垣の様な

積み石を確認したため、全体的に調査範囲を広げ確認を行つた。その結果、高さ約1～ 1.2mの石垣を

検出した (P8/PL.3)が 、周辺から出土する遺物から昭和 30年頃のものと推測された。また、石

垣は更に下層で、交わるようにして検出され、昭和 30年頃の水田面は現在より、低い位置で営まれ

ていた事が確認できた。第 1区の基本的な層序は、1～ 2層は前耕作土、3層はその基盤層にあたる。

4～ 6層を経て、7層 で水田基盤層を形成している。また、石垣を境に層序が変化し、別の水田基盤

層が見える。表土から、約 1.4mで荒い砂などがレンズ状に散見でき、いわゆるクロスラミナ (斜行

葉理)を形成している。よつて付近に古水田面の残存可能性は低いと判断される。

第 2区の調査は、南北方向にトレンチを設定し行つた。その基本的な層序 (Fig 5)は 以下のとお

りである。

1層 暗灰色粘質土 (砂混じり)、
2層 淡黄灰褐色粘質土
3層 暗青灰褐色土
4層 淡青灰褐色土 (鉄斑を含む)
5層 淡暗青灰褐色土 (鉄斑、マンガン斑を含む)
6層 暗黄灰褐色土 (鉄分を含み暗橙色がかる。

ンガン斑の固化が見られる)

7層 淡黄褐色土 (シル ト質の均質な堆積 )

Fig 5舞見田地点第2区土層断面(1/40)

第 3区は最も河川に近い位置にあたる。南北方向にトレンチを設定し調査を行った。以前は水田で

あったようだが、現在は畑地として牛の飼料が作付けされていた。現地表面から約 5 0 c IIlの 1～ 3層

は現在の耕作及び、以前の水田耕作に関係する堆積である。1層は暗灰褐色土 (現耕作土)、 2層は淡

暗橙色の鉄斑が固化がに見られ、水田の基盤層を形成している。3層 はやや砂質を帯びた淡青灰褐色

粘質上である。 4～ 6層は砂や円礫による互層で、クロスラミナを形成する河川性の堆積層である。

よって、この付近にも古水田面の残存する可能性は低いと判断される。 (P8/PL.4)
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第 4区の調査も南北方向にトレンチを設定して行った。現地表面から約 1.5mを掘り下げるが、岩

砕等による埋上であつた。その下位層は第 3区と同じ様相を呈し、当地区での古水田面の検出は難し

いと判断される。

(3)検出遺構
石垣 (昭和30年代 )

(4)出土遺物

なし。

(5)ま とめ

今回の試掘調査は、舞見田地区やその近郊で行われた、ほぼ初めての埋蔵文化財調査であつた。

前述のように、第 1～第 4区の4箇所の調査区を設定し調査を行った。それぞれの調査区において、

現もしくは前耕作土等の最近までの耕作に関わる層を確認した。そして、その下層はほぼ河川性の堆

積層であることが確認された。遺物は出上していない。以上の結果から、古水田等の埋蔵文化財が所

在する可能性は極めて低いものであると判断される。

今後、周辺地の調査例等を増やし、埋蔵文化財包蔵地の分布や広がりを把握するのことが、早急な

課題である。

Nヽくトートー

0           2000m

Fig.6舞見田地点調査区配置図(1/400)
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PL 4舞見田地点第3区調査状況

Pと 3舞見田地点第1区石垣検出状況
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延岡城内遺跡 (第 19次 )

所 在 地 延岡市桜小路 369-3
調 査 原 因 個人住宅建設
調 査 期 FFH1  20090225-20090227

(1)位置と環境

延岡(縣 )城は、慶長 8年 (1603)に初代延岡藩

主高橋元種によつて築かれた日向国最大の近世城

郭で、五ヶ瀬川下流域に形成された中州 (川 中地

区)にある独立丘陵を中心に所在する。城の東側

には河川堆積物による微高地が広がり、北町、中

町、南町の城下町や水運を利用した船倉 (舟入)

が造られた。元種後に入封した有馬氏は柳沢町、

川北地区の元町、紺屋町、博労町を整備し、所謂

延岡七町が完成した。この他、町屋と城内との境

には五ヶ瀬)「 |か ら南北方向に直交する外堀 (大正

末期に埋立て)が造られ、妙専寺付近から西に折

れて延岡城南裾の米蔵・武具蔵 (城山公園南駐車

場付近)ま で続き、船蔵に通じる堀 (本町通 。大

正期は堀川通りと呼ばれた)と ともに主要な物資

輸送ルー トとして利用されていたようである。ま

た、外堀中央部付近には、城内への玄関口となる

城下最大規模の京口門が整備され、入日の外堀上

には京口橋が架かり、当時の活気溢れる城下町の

情景が「延岡城下図屏風」に描かれている。この

他、北町に白道寺 (現三福寺)、 中町に誓敬寺、照

源寺、南町に専念寺、妙専寺、光勝寺、本善寺 (廃

寺)が配置され、人口集中による城下町の経済活

動活性化とともに、寺の空間を活用した戦時にお

ける駐屯機能確保や防災機能強化を狙つたものと

考えられている。

(2)調査の概要

今回の調査地は、三階門跡から西側に延びる丘

陵先端部に築かれていた三階櫓跡の南側山裾の平

坦部に位置し、標高は約 4.8mを計る。絵図史料

によると、武家屋敷の一角で関連遺構の存在が予

想された。調査は、重機と人力により1箇所の ト

調査面積  10.0だ
担 当 者   山田
処  置  慎重工事

PL 5延岡城内遺跡 (第 19次 )近景 (南西から)
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1  暗茶悟色粘質土
旧建物 (昭和初期建設)の角♀体整地層

2  暗茶褐色粘質土
黄白色岩土l~混 じる。粘性あり、水分多く含む
無遺物層

3  暗茶褐色粘質土
若干粘性あり、 l cIIの 小石含む砂質土混 じる

4  暗茶褐色砂質上
砂質に富み、 1～ 5cmの 小礫多数

暗茶掲色砂質土
砂質に宮み、炭化物、院土粒混じる
近世陶磁器片、瓦片あり
淡青灰茶褐色砂土
粒子細かく川砂利混じる。河川氾濫砂
茶褐色粘質上
粘性があり、粒子細かく、やや固く縮まる
茶褐色粘質土
粘性があり、砂質土混じる。炭化物あり
暗茶掲色砂質土
砂質に富み、粒子和かい

L=5.200m

0           2m

Fig 9延岡城内遺跡(第 19次 )上層断面図(1/80)

PL 8延岡城内遺跡 (第 19次 )上層断面・遺物出土状況 (北西から)

― ■ ―
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Fig.10延岡城内遺跡 (第 19次 )出土物実測図(1/3)

レンチを設定して行つた。

調査の結果、以前建てられていた木造家屋 (昭和初期建設)の解体整地層から近世陶磁片が出上し

たものの、 トレンチの南側 (道路側)を中心に河川氾濫に起因するとみられる均質な砂質土等が確認
され、遺構検出には至らなかつた。一方、 トレンチ北端部の地表下約 1.2mか ら焼土・炭化物を検出
し、当初は天和 2年 (1682)頃 の三階櫓や武家屋敷が焼失した延岡城大火の影響と思われたが、放射

性炭素年代測定の結果、15世紀中～後半の築城以前に相当することが判明した。

(3)検出遺構

なし

(4)出土遺物
トレンチから、近世の肥前産の陶磁器片及び瓦片などが出上した。各遺物の詳細については、別表

に記載しておく。

(5)ま とめ

今回の確認調査では、詳細不明であつた延岡城内における桜小路地区の様相解明に繋がる成果が期

待されたが、関連遺構の検出には至らなかつた。しかしながら、同地区では緩やかな再開発事業の展

開が予想されることから、引き続き開発事業に留意する必要があろう。
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物

号

賤

番
種別 器種 出土地点 層位

法量
形態及び文様 備考

口径・長 底径・輻 器高・周

青磁 碗 司トレンチ 5月巨

陶器 院 1トレンチ
瞬成不良 外面釉はじき 内外面に薄い貫入 畳付
け麗胎 月日前  刊7C

磁器 染付碗 1トレンチ 3層 内外面葡萄文 見込み二重圏線 高台内面圏線有 肥前 18～ 19C

磁器 染付碗 呵トレンチ 8層
焼成やや不良 外画模様 内外画貫入 外面底部国
線あり、見込み圏線あり

月日前 17C

磁器 染付碗 1トレンチ 碑体整地層
外面に網目文、高台外面二重圏線、高台内面に圏線
あり、「口」銘款

肥前 18～ 19C

磁器 染付皿 1トレンテ 暉体整地層 内面牡丹文、高台外画二重圏線 肥前 17～ 18C

磁器 染付皿 1トレンチ 弊体整地層 高台内面国線あり、「大明洪武年製」銘款 肥前 18～ 19C
冦瓦 ? 1トレンチ

第2表 延岡城内遺跡 (第 19次 )出土遺物観察表

10延岡城内遺跡 (第 19次 )調査状況2(南から)

PL.9延岡城内遺跡 (第 19次 )調査状況 (北から)

Ｄ
ｒ
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PL ll延 岡城内遺跡 (第 19次 )遺物・炭化物等出上状況

PL 12延岡城内遺跡 (第 19次 )出上遺物

-14-



3.延岡城内遺跡 (第 20次 )

所 在 地 延岡市天神小路 31025
調 査 原 因 個人住宅建設
調 査 期 間 20090312

(1)位置と環境

延岡(縣 )城 は、慶長8年 (1603)に 初代延岡藩

主高橋元種によつて築城されたもので、五ヶ瀬川

下流域に形成された延岡平野の中州 (川 中地区)

にある独立丘陵上に所在する。河サ||の下流側とな

る城の東側には中洲の微高地が広がり、一帯には

北町、中町、南町の城下町や水運を利用した船倉

(舟入)が整備された。元種後に入封した有馬氏

は柳沢町を整備し、川北地区の元町、紺屋町、博

労町と併せていわゆる延岡七町が完成した。後に

記された「延陵世鑑」によると、北町は東西百三

十人間、道幅一間半、中町は東西三百三十九間、

道幅二間、南町は東西百三十一間、道幅三間、各々

に道幅一間の横町があつたとされる。また、町屋

と城内との境には五ヶ瀬川から南北方向に直交す

る外堀 (大正末期に埋立て)が造られ、妙専寺付

近から西に折れて延岡城南裾の米蔵・武具蔵 (城

山公園南駐車場付近)ま で続き、船蔵に通じる堀

(本町通・大正期は堀川通りと呼ばれた)と とも

に主要な物資輸送ルー トとして利用されていた。

また、外堀中央部付近には、城内への玄関口とな

る城下最大規模となる京口門が整備され、入日の

外堀上には京口橋が架かり、当時の活気溢れる城

下町の情景が「延岡城下図屏風」(市指定有形文化

財)に描かれている。この他、各町内の要所には

寺院が配置され、北町に自道寺 (現三福寺)、 中町

に誓敬寺、照源寺、南町に専念寺、妙専寺、光勝

寺、本善寺 (廃寺)があり、城下町の経済活動活

性化とともに、寺の空間を活用した戦時における

駐屯機能確保や防災機能強化を狙つたものと考え

られている。

調査面積  5.0ピ
担 当 者   山田
処  置  慎重工事

止

PL 13延岡城内遺跡 (第20次 )近景 (南西から)
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(2)調査の概要

今回の調査地は、延岡城ニノ丸南側の高台 (二

階門跡西側)にあつた角櫓 (三階櫓)の西側約150

m、 標高約 5,Omの地点にあたる。絵図史料によ

ると、付近は武家屋敷で構成され、大瀬川に並行

する桜馬場 (現桜小路)が西之丸 (歴代藩主の屋

敷・内藤記念館付近)に向かつて北西方向に屈折

した道筋にあたる。この道筋の約100m南東側に

は、西之丸に対する防衛措置として大きくクラン

ク状になつた通路が残つている。調査は、重機と

人力により1箇所の トレンチを設定して実施した。

調査の結果、解体整地層から若干の近世陶磁器

片が出上したが、遺構は確認されなかつた。

(3)検出遺構
なし

1  暗黒茶褐色粘質土
ガラス片、クラッシャーラン少It12じ る
旧建物解体整IILE

2  暗茶褐色土
ヨンクリート片、8層多く混じる
現代撹乱層

3  暗茶褐色砂質上
砂質をおび、軟質土混じる
炭化物少量混じる

Fig 13延 岡城内遺跡(第20次 )土層断面図(1/80)

(4)出土遺物

少量の近世陶磁器片が出土した。各遺物の詳細については、別表に記載しておく。

(5)ま とめ

今回の確認調査では、近世遺構は確認されず、先に実施した延岡城内遺跡 (第 19次 )と 同様の層

序が確認された。周辺地域では戦後に建築された住宅の更新時期にもなつていることから、引き続き

周辺地域の開発に留意する必要があろう。

PL 14延岡城内遺跡 (第20次 )上層断面 (南西から)
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PL 15延 岡市街地図 (原図は大正12年 i日召和39年拡大模写図)内藤記念館蔵

PL 16延岡市街地空撮 (昭和23年・GHO撮影 )
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Fig 14延 岡城内遺跡 (第20次 )出土物実測図 (1/3)

物

号

遺

番 種別 器種 出土地点 層位
法量

形態及び文様 備考
日径 長 底径 幅 器高 月

1 磁器 碗 刊トレンチ 2層―括 端反碗 内外面貫入 底部露胎 古城焼 19C

2 磁器 火入 1トレンチ 2層―括 外面菊花文

陶器 皿 刊トレンチ 2層―括 74 見込み釉はぎ 内面波状文 底部露胎 肥前 刊8～ 19C

第3表 延岡城内遺跡 (第20次 )出土物観察表

PL 17延岡城内遺跡 (第20次 )調査状況1(北から)
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南久保山第 1地点

所 在 地 延岡市北方町南久保山子 3325‐ 2,3外

調査原因 市道改良
調制 間  20090218～ 20090220

調査面積 6.0だ

担 当 者 河ヽ野

処  置 工事実施

(1)位置と環境

五ヶ湖 ||の北側の台地上に位置する。五ヶ湖 II

との比高差は60m程である。

東側には旧石器時代～中世の遺跡である南久保

山小堀町遺跡が、南側には東原遺跡が所在する。

当地に市道改良工事計画が予定され、遺跡の所

在が予想されたため確認調査を実施した。

②調査の概要

調査は、市道の拡幅部分に6ヶ所のトレンチを

設定して実施した。

調査の結果、遺物包含層は検出されなかつた。

表上を除去すると、地山が検出された。地山に

掘り込まれた柱穴を確認したが、ガラス片等の混

入が見られた。

埋土中より、チャート製の剥片等が出土してい

る。

③検出遺構

なし

14J出働

チャート製剥片、砂岩製剥片、敲打器

⑤まとめ

今回の調査では、遺構は検出されなかつたが、

周辺には包含層が削平を免れて残つている可能l■

があり、今後も引き続き諸開発事業に留意する

必要がある。

Fig 15南 久保山第1地点調査区位置図 (1/10,000)

Fig 16南 久保山第1地点調査区配置図 (1/2,000)

PL 20南久保山第1地点 調査状況 (南東から)
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5。 北久保山遺跡 (第 1次 )

所 在 地 延岡市北方町北久保山子 3879外
調査原因 市道改良
調査期間  20090223～ 20090302

(り位置と環境

五ヶ湖 IIの支流である曽刑 ||の南側、標高60m

程の台地上に位置する。東側には中世山城である

仲畑城跡、曽刃 ||を挟んで縄文時代後期・晩別の

遺物が出上している仲畑遺跡が所在する。

当地に市道改良工事計画が予定され、遺跡の所

在が予想されたため、確認調査を実施した。

②調査の概要

調査は、市道の拡幅部分にトレンチを設定して

動 した。

調査の結果、大部分は地山まで削平されていた

が、北西側ではアカホヤ火山灰層が良好に残り、

縄文時代早期及び旧石器時代の包含層が確認され

た。また、アカホヤ層上面から掘り込まれた土坑

を 1基験出し亀

K31検出遺構

土坑 1基

④出働

旧石器時代剥片、縄支土器、打製石斧、剥片

弥生土器、土錘

151ま とめ

今回の調査では、竪穴住居などは検出されなか

ったが、各時代の遺物が確認されている。

平成 21年度に本調査を実施した。

調査面積 22.0だ

担 当 者 小野

処  置 本調査

Fig 17北 久保山遺跡 (第 1次)調査区位置図(1/10,000)

Fig 18北 久保山遺跡 (第 1次)調査区配置図 (1/2,000)

北久保山遺跡 (第 1次)調査状況 (北西から
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東原遺跡 (第 5次 )

所 在 地 延岡市封防 DTJH水流卯 967‐ 6

調査原因 市道改良工事
司可醐 間 20090317～ 20090319

(つ位置と環境

五ヶ湖
「
|に向かつて南仝緩や力引こ傾斜する台地

上に位置する。五ヶ湖 十1との比高差は、50m程で

ある。

北方中学校の校地内にあたり、以前から埋蔵文

化財包蔵地として知られている。

当地に市道改良工事計画が予定され、遺跡の所

在が予想されたため確認調査を実施した。

②調査の概要

調査は、工事により影響を受ける部分を中心に

トレンチを設定して実施した。

市道拡幅部分のごく狭い範囲が調査対象地であ

り、大部分が地山まで削平されていた。

調査の結果、南端のトレンチで縄文時代早期及

び旧石器時代の良好な包含層が確認され亀

遺構イま検出されなかつたが、旧石器時代の流紋

岩製の剥片、縄支時代早期の上器・石器、弥生土

器が出上した。焼けた礫も多く、集石遺構の所在

も認 さオ化る。

(0検出遺構

なし

④出働

旧石器時代剥片、縄文土器・石器、弥生土器

(0ま とめ

今回の調査では、竪穴住居跡は検出されなかつた

が、出土遺物からその存在が予想される。

平成 21年度に本調査を実施し亀

司町型筆属覇茄甍  7.0ピ

担 当 者 河ヽ野

処  置 本調査

Fig 19東 原遺跡 (第 5次 )調査区位置図 (1/10,000)

Fig.20東 原遺跡 (第5次 )調査区配置図(1/2,000)

PL.22東原遺跡 (第5次 )調査状況 (北西から)
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7。 東原遺跡 (第 6次 )

所 在 地 延岡市司防 HTJII水流卯 963-5、

調査原因 個人住宅建設
調査期間 20090309～ 20090310

00`軒豊と拶説荒

五ヶ湖 IIに向かつて南へ緩や力ヽ こ傾斜する台地

上に位置する。五ヶ潤 十1との比高差は、50m程で

ある。

周辺地域では、以前から土器や石器が採集され

ている。

当地に、住宅建設が予定され、遺跡の所在が予

想されたため、確認調査を実施した。

②調査の概要

調査は、建物等により影響を受ける部分を中心

にトレンチを設定して実施し亀

調査の結果、一部アカホヤ層が確認されたが、

遺構・遺物の検出はなかつた。

③検出遺構

なし

④出働

なし

(0ま とめ

今回の調査では、遺構・遺物は検出されなかつ

たが、周辺には旧石器～中世の遺跡が確認されて

いる。今後も引き続き諸開発事業に留意する必要

がある。

調査面積  14.0ポ

担 当 者 河ヽ野

処  置 工事実施

Fig 21東 原遺跡(第6次 )調査区位置図(1/10,000)

Fig 22東 原遺跡(第 6次 )調査区配置図(1/2,500)

PL 23東原遺跡 (第 6次 )調査状況 (南西から)
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日の出町 1丁 目角原地点

所 在 地 延岡市日の出町 1丁目9-10

調査原因 個人住宅建設
調査期間 20090430～ 20090501

(つ位置と環境

調査地′点が所在する日の出町は、日向灘に注ぐ

五ヶ潤 ||と祝子川の合流地′点の西側に位置し、地

形的にイコ|1沿いの自然堤防に囲まれた後背湿地で

ある。一帯は昭和37年から行われた区画整理地

域であり、それ以前は水田・耕作地帯であつた。

調査地点付近では、これまでに2度発掘調査が

行われ、弥生時代の遺物が確認されている。

②調査の概要

調査地点の標高は約4.2mである。調査はトレ

ンチを1箇所設定し、人力による掘削を行つた。

表層は厚さ約60cmの造成上であり、2層目はマ

ンガンを多く含む灰黄褐色・褐色上であつた。時

期は不明であるが、宅地になる前は畑であつたと

考えられる。地表下約100cmで黒褐色粘質土層

に達した。畦畔は確認できなかつたが、水田層と

考えられる。遺物の出土はなく、時期を判断でき

なかつた。最終的に地表下170cmまで掘り下げ、

明黄褐色粘質シルト層に達したところで調査を終

えた。

(0検出遺構

なし

④出働

弥生時代終末～古墳時代初頭上器・中世土師皿

(いずれも客土内出D

(0ま とめ

今回の調査では明確な遺構等を確認できなかつ

たが、付近の開発には今後も注意を払う必要があ

る。

調査面積 5.0ぜ

担 当 者 甲斐

処  置 慎重工事

Fig 24日 ノ出町1丁目角原地点調査区配置図
(1/2,500)
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9.上多々良遺跡 (第 12次 )

所 在 地 延岡市古川町 430
調 査 原 因 遺跡発見 (区画整理)
コ固聖笙真月 FH1  20090518-20090609

(1)位置と環境

延岡市の中心部を流れる五ヶ瀬川は、市の中

心を西から東に貢流する。市街地の中心から南

西に約4kmの地点で大瀬川と分かれ、大きく北

に流れを変える。そして、市街地の中心から東

に約lkmの地点で再び大瀬川と合流する。市街

地の中心部は、この二つの河川によつて形成さ

れる中洲上に営まれている。

上多々良遺跡の所在する岡富町・古川町は、

五ヶ瀬川を挟み、市街地の中心の北西の対岸、

五ヶ瀬川左岸に広がる。岡富山から派生する丘

陵地帯と、五ヶ瀬)||の後背湿地帯に営まれてい

る水田地帯が広がる。五ヶ瀬川の氾濫により、

古くから水害に見舞われる地区であつた。また、

岡富山と五ヶ瀬川に挟まれた細長い土地に、住

宅が密集しており、道路も狭く緊急車両の通行

も困難な地区であつた。災害に対応し、住環境

の改善を目的とし、平成 9(1997)年に岡富古川

土地区画整理事業が計画された。また、それに

伴い国道 218号線の改良工事、仮称岡富橋の架

設事業、延岡西環状線の道路網整備等の上位計

画も併行して計画・事業化され、現在、一大公

共事業が進捗する地区となつている。

調査地周辺は古川古墳、宮崎県指定史跡延岡

古墳群第34号墳 (指定解除)等が分布し、古

くから埋蔵文化財の包蔵地としても知られてい

た。

古川古墳は、上多々良遺跡(第 12次)の調査地

点が所在する水田地帯の北西側の低い丘陵上に

所在していた古墳である。1968(昭和43)年の宅

地造成工事の際に、墳丘が削平され出土したよ

うである。市の担当者が連絡を受け、現地に急

行したがすでに主体部は破壊され、石棺と遺物

調査面積  1,400だ

担 当 者  尾方
処  置  慎重工事

Fig 26上 多々良遺跡(第 12次 )調査区配置図
(1/5,000)
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の一部が地権者宅に運び込まれていた。石棺は阿蘇溶結疑灰岩製の舟形石棺で、内部には全面に赤

色顔料が塗られていたようである。遺物は革綴短甲の押付板、直刀、刀柄部、鉄父1、 鉄鏃等が収集

されている。出土した鉄鏃の中には長さが約 19cmも ある非常に大型で特異な形状を持つ鉄鏃も含
まれている。

延岡古墳群第 34号墳は横穴であつたが、遺存しておらず指定解除になつている。また、岡富山
では組合式石棺から刀、硝子小玉 1が出土しており、延岡古墳群第 6号墳として指定されていた。

しかし、公園墓地造成の際に所在が不明なまま指定解除になつている。

また岡富山から南に派生する丘陵裾、上多々良遺跡 (第 12次 )の西方約500111に は、古川窯跡が

所在する。2基の登り窯が山の斜面を利用して南北に築かれている。 1940(昭和15)年に調査が行わ

れており、1号窯は二段築成で焚日の端から上方の煙出しの端まで総長約10.3m、幅は最大で1.2m、

両壁および天丼部は粘土と藁を混ぜて形を作り、その内側を粘上で塗り固めていた。焚口底部から

最上部底部の比高差は3.7mを測る。底部の延長は10,7mで 、焚口端から4.75mの地点で二段目平

坦部に接続する。1号窯よ半焼成の須恵器が多数発見されている。2号窯は 1号窯の南側に平行し

て位置している。底部の延長は4.55mを 測る。報告では、窯の操業は奈良時代とされている。遺物

は消失しているが、近年の検証では操業時期が古墳時代まで遡ると考えられている。

このように古墳時代の遺跡が、数多く分布する地域である。地域的な特徴としては、石棺の石材

に阿蘇溶結疑灰岩使用する地域と千枚岩を使用する地域の分岐点と呼べる地域である。特に今回、

調査を行った上多々良遺跡は、千枚岩を使用する集団としては最も南かつ最も西に位置する古墳群

で、阿蘇溶結凝灰岩を使用している古川古墳とlkmと 離れていない立地であり、非常に興味深い。

PL.25 上多々良遺跡 (第 12次)空中写真撮影
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このように多くの遺跡が所在する地域であり、土地区画整理事業の計画があがつた、平成 9年か

ら延岡市教育委員会は、計画地内の試掘・確認調査を実施し、多くの埋蔵文化財の所在を確認して

きた。岡富古川土地区画整理事業は平成17(2005)年度に都市計画決定され、事業が本格的に開始さ

れた。事業化以前から市教育委員会と市区画整理課との間で、試掘 。確認調査の結果含め埋蔵文化

財の取り扱いについて協議を重ねたが、災害対策を優先し、上位計画との整合性等を考慮した結果、

計画の変更は困難であるという結論に達していた。そこで、やむなく記録保存を行うこととなり、

埋蔵文化財の本調査が開始された。

岡富古川土地区画整理事業に伴う埋蔵文化財の調査は、試掘 。確認調査及び本調査を含め今回で

12次を数える。同区画整理事業に伴う本発掘調査は平成 17年度から平成 21年度にかけて実施さ

れた。これまでの調査で五ヶ瀬)||に向かつて派生する舌状丘陵上から、前方後円墳 1基、円墳 11

基、不定形墳 1基、箱式石棺墓 4基を中心に古墳時代の遺構・遺物が多数出上している。また、古

代の火葬人骨を納めた蔵骨器埋納遺構や墨書土器等、非常に興味深い遺構 。遺物が出上している。

現在は資料整理を行つている段階で、その詳細については報告を待つこととなるが、ここに概略を

記載したい。

平成 17年度の第 3次調査では、3基の円墳を調査している。高千穂鉄道から南に延びる丘陵に立

地しており調査の便宜上北からA・ BoC号墳としている。

A号墳 直径約16.5mの 円墳で主体部は木棺直葬であつた。一部電柱による破壊を受けていたが、
鉄貪1、 竪櫛が出上している。

B号墳 直径約18.5mの 円墳で 2箇所の埋葬部を持つていたと思われるが、1箇所は盗掘による
破壊を受けていた。墳丘には葺石が伴つていた。残存していた lヵ 所の主体部は、礫床

に木棺を配置しその周囲を傑で覆った構造になつていた。遺物は鉄片のみで形状は不明

である。

C号墳 直径約 18.5mの 円墳で、規模 。古墳構造・主体部構造 ともにB号墳 と同様である。しか
しながら主体部は電柱の破壊をうけてお り、遺物は出上していない。墳丘より鉄斧が出

上している。

平成 18年度は 3‐ 2次として南丘陵上を調査している。ここは調査丘陵において最南端にあたる

とともに最高位を狽1る。五ヶ瀬川に向かつて最も眺めのよい地′点になる。調査から3基の円墳、箱

式石棺 2基、蔵骨器舞納遺構 2基、祭祀遺構 (墨書土器 )、 不明土墳が検出されている。便宜上北

からD・ E・ FoG・ E号墳としている。

D号墳 直径約 13mの低墳丘の円墳で主体部は木棺直葬であった。浅い周溝が巡つている。主
体部から鉄剣が出上している。
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E号墳 直径約 9.5mの低墳丘の円墳で主体部は箱式石棺であった。平成 9年の確認調査で主体
部を調査しており、鉄鏃 1本が出土している。 E号墳同様浅い周溝が巡つている。

F号墳 箱式石棺である。地山を掘込み長短辺に緑色岩を立て並べ、やはり緑色岩にて蓋をして
いた。遺物は出上していない。

G号墳 丘陵の最高位に築造された直径約 1lmの円墳で、主体部は木棺である。遺物は出土し
ていない。

H号墳 箱式石棺である。地山を掘込み長辺一方に砂岩を立て、やはり砂岩 1枚岩にて蓋をして
いた。遺物は出上していない。非常に小型であつた。

これらの古墳に混じり、平安時代前期の蔵骨器埋納遺構 2基が検出されている。 1基は単体の須
恵器壺に蓋がなされ、男性の焼骨が納められていた。土師器郭 1が共伴している。もう1基は 5つ

の須恵器が埋納されており、 2つの壺から男性と性別不明の焼骨が確認されている。 3つの須恵器
は共伴遺物である。また、同時期の祭祀遺構が確認されており、土師器杯 7枚が一部重ねられた状

態で裏返しに埋納されており、うち4枚から「左」の墨書が確認された。平安時代の蔵骨器の出土は

県内でも珍しく、古代 「県 (あ がた)」 の郡行の位置を探る、考古学的なアプローチとして極めて

重要な遺構及び遺物である。

平成 20(2008)年には第 8次調査として、第 3次調査の丘陵の東側の水田地帯を隔てた舌状丘

陵の先端部の調査を行つている。平成 9年の第 1次調査で確認されていた古墳の本調査であり、調

査の結果、円墳であることが確認され、便宜上 I号墳としている。

I号墳 直径約19mの 円墳で、墳丘は削平を受けていたが一部に葺石が残る。主体部は木棺であ
る。遺物は鉄剣 1、 鉄斧 1、 竪櫛 4が出土している。

また、平成21(2009)年 の第 11次調査では、更に前方後円墳や不定形墳等が検出されており、非

常にバラエティーに富む古墳群の様相を呈している。上多々良遺跡は古墳時代中期頃から古墳時代

後期にかけて、尾根上に連続して古墳が築造されている。このような古墳群の分布は、宮崎県北地

域では珍しい。周辺でも多くの古墳時代に関係する遺跡が確認されているが、集落遺跡や生産遺跡

の確認がなされていないのが現状であり、今後の一つの課題であろう。この他に、平安時代前期の

蔵骨器の出土は県内でも珍しく、極めて貴重な資料を提供することとなつた。
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(2)調査の概要

今回の調査地点は、区画整理事業が着手され水田地帯の表上の剥ぎ取り中に、表上下から土器等

が出上し、不時発見された遺跡である。平成 21(2009)年 5月 11日 付延区第 12号により、延岡市長

より遺跡発見の通知があり、平成 21年 5月 18日 に調査に着手した。近接する水田は、平成16(2004)

年の第 2次調査の際に調査を行つており、その際には遺物・遺構等は検出されていなかつた。

調査地は表土剥ぎが途中まで行われており、改めて重機を使つて表土を剥ぐことから始めた。表

土内にも土器片が見られる状況であつた。表土剥ぎ取り後、遺構検出を行つたが検出されなかつた。

その後、全体的な堆積状況を確認するために、調査区の西端、中央部、東に各 1箇所づつ計 3箇所

の トレンチを設定した。 トレンチはそれぞれ西からトレンチ 1、 トレンチ 2、 トレンチ 3と した。
各 トレンチともに表土除去後の地表から、70cm前後で湧水層にあたつた。湧水までの上も非常に

多く水分を含んでおり、 トレンチ掘削直後は、徐々に■んでくるほどであつた。調査地の基本層序
は以下のとおりである。

第 1層 灰褐色粘質土 (旧耕作土) 重機で部分的に除去しており、層厚10cm～ 20cmである。
第 2層 暗橙色粘質土 (水田基盤層) 層厚は概ね10cmを測る。
第 3層 暗褐色粘質土 (マンガン斑が多く見られる) 層厚は20cm～30cmである。

遺物包含層である。

第 4層 淡黄灰色粘質土、部分的に無くなる層である。層厚は15cm前後である。
第 5層 淡黄褐色粘質上、層厚は20cm～ 30cmを測る。
第 6層 淡青灰褐色粘質土 (砂が多く混じる) この層の下位から湧水が見られる。

遺物は概ね第 3層に見られ、その下層の 4層からも出土する。同一層内に見られる遺物は非常に

時期差のある出土となつている。

(3)検出遺構

調査地の土はすぐに乾燥し、乾燥すると非常に硬くなり白化する。また、雨などで濡れると非常

に軟らかくなり、水田の様相を帯びる。そのため、遺構検出が非常に困難であつた。その中でも数

回の全面的な遺構検出を行うが、遺構として提えうるものがなかつた。

ただし、出土する土器に一定の集中部が見られた。その一つはトレンチ 3の北端の西側付近に 1

箇所 (A地点)で、さらにトレンチ 3の南端の西側に 1箇所 (B地点)の計 2箇所である。土器集

中部の上器は時期差があるものが同一層内に見られる出上であつた。

また、 トレンチ 2の南端の西側に直径約 1.3m不定形な円形の焼上の集中がみられた。この 3箇
所を中心に徹底して、遺構検出をするも明確な掘り込みやピットは確認できなかつた。焼土集中部

からは高イの脚部等が出上しているが、特にガラス製小玉が集中して 20個以上出土している。
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(4)出土遺物 (Fig。 27～ 29)

今回の調査では、多くの上器が出土している。ここにその一部を掲載する。

1～ 11は表採や土器集中部でない場所から出土している遺物である [P31 Fig.27 上多々良遺
跡 (第 12次 )出土遺物実測図① ]。 1は養の口縁部で トレンチ 3の 3層より出土している。外面に
刻み目突帯文が巡り、日唇部にも刻み目がある、外面は丁寧なナデが施されている。弥生時代中～

後期の下城式上器の形式である。 2は表採遺物で、弥生の甕の底部である。上げ底気味の平底で底
部内面に指押さえ痕が明瞭に残る。胎土は精良である。3も 2と 同様上げ底気味の甕の底部である。

内外面に指押さえ痕が残る。 4・ 5古墳時代中期の粗製の丸底壷である。 4は 3層出上の遺物で、
5は表採である。 6は トレンチ 2の 3層出上で、高杯の脚柱部である。脚の中央がエンタシス状に

膨 らんでいる。内面からの粘上の充填が見られる。 7は 口径が14.lcmを測る杯で、風化が激しいが

微かにに顔料が付着してるように見える。 8は表採された須恵器の蓋不の蓋でほば完形である。陶
邑の田辺編年の MT85形式相当と判断される。9は トレンチ 3の 3層 より出上している。TK217～ TK46

形式相当の小形の蓋不の蓋である。ほぼ完形でツマミ部にゆがみがある。10は須恵器の壺で、口縁

部が単純な作りとなつている 9と 同時期と判断される。Hは 口径が23cmあ る平底の鉢である。

12～ 21[P32 Fig.28 上多々良遺跡 (第 12次)出土遺物実測図②]は土器集中部A地点周辺出
上の遺物である。

12は胴部に屈曲を持つ粗製の丸底壺である。外面の胴部の張り出し部に集中してススが付着して

いる。13は高不杯部で、外面に稜を持ち、そこから人の字状に外反する。中央に充填された粘土が

残る。14は手捏ね土器の底部である。指押さえの跡が明瞭に残る。15は高郷脚柱部である。本遺跡

では、比較的多くの高邦が出上しているが、15の ように比較的直線的立ち上がるタイプと、16のよ

うにエンタシス状の脚柱部を持つ 2つのタイプに分類可能である。17は安国寺系の壷である。口縁
の立ち上がりが不明であるため、時期については判断ができなかつた。頸部に刻み目突帯文が貼 り

付けてある。18、 19は壺の口縁部で、回縁部が直線的に立ち上がり、頸部が短く、山陰系の壷の要

素が強く伺える。20は須恵器の杯身で、立ち上がりが短くTK209形式の前後に相当すると考えられ
る。21は古代の上師器の邪で底部はへら切りで、外面に一部顔料が残る。

22～31は [P33 Fig.29 上多々良遺跡 (第 12次)出土遺物実測図③][P34 Fig。 29 上多々良
遺跡 (第 12次)出土遺物実測図④]土器集中部 B地点周辺出上の遺物である。
22は高鉢不部で、日縁部をぐるりと指で押さえたような段がついている。外面の屈曲部に明瞭な

稜を持つ。内外面ともにススの付着が見られる。23も 高イ杯部で内外面ともに丁寧なミガキが見ら

れる。明瞭な屈曲部を持ち、立ち上がる古墳時代の前期的要素を持つている。24は高イの脚柱部で、
15の タイプである。25は平底の上師器底部である。26は底部が平底状を呈す養である。頸部内面
の屈曲が明瞭である。外面の胴部が張り出し付近に、集中してススが付着し、内面は底部付近にス

スが付着 している。タタキ痕をナデにより消している。27も麦である。底部は丸底を呈する。頸部

内面の屈曲が明瞭である。27と 同様に、外面は胴部が張り出す付近を中心にススが付着し、内面は

底部付近にススが付着している。粘上紐の接合痕が残つている。26、 27と もに古墳時代中期前半に

位置づけられる。28は小型の甕で、粘土組の痕跡が稜となつて観察できる。日縁部はやや内湾しな

がらも、ほぼ垂直に立ち上がっていく。29は安国寺系の壺の口縁部で、外面頸部に刻み目突帯文が
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貼り付けてある。日縁部の内外面ともに、比較的丁寧なナデが行われている。30は須恵器の蓋郭の

蓋で、直径が 16.6cmと 大きく、単純な口縁部である。体部の稜線が不明瞭である。MT85形式に相

当すると考えられる。31は古代の土師器の坪で底部はへら切りである。

32の高杯脚柱部は焼土集中部からの出上である。15や 24と 同様のタイプである。

上多々良遺跡 (第 12次 )調査では、26個の玉類が出上している。 1は蛇紋岩製の管玉である。
土器集中部 B地点の近くから出土している。 2～ 26は小玉である。 2のみ土器集中部A地点近 くか

ら出上している。それ以外の24個の小玉は全て焼土集中部及びその周辺から出上している。4・ 7・

10はガラス製小玉で、鮮やかな青色をしている。丸みを持つた比較的大きな作りである。その他
の玉は石製で滑石と思われる。小さく薄く扁平な作りである。

(5)ま とめ

今回の調査は不時発見で始まつている。近接している地区については試掘を行つており、試掘調

査の結果から、区画整理事業に支障無しと判断した地域であった。局地的な集中があつたための結

果と思われるが、今後、周辺地域を調査を行 う際には留意する必要がある結果となつた。

今回の調査では、焼土集中部に小玉の集中が重なつたが、廃棄された住居址等とも考えられた。

精査を行つたが、掘 り込みや柱穴を確認することは出来なかつた。包含層に含まれる遺物も、弥生

時代～古代と幅広かつた。しかし、完形に近い土器や、摩滅している土器片が少ないことから、付

近に何らかの生活拠点があつたことは充分に予想される。ただし、今回の調査地は常に水を含むよ

うな土地であり、日常的に生活するのに適している土地とは言い難い堆積状況であつた。

今回の調査では、明確な遺構、文化層を確認することは出来なかつた。出土した遺物の時代観 は、

丘陵上に展開する古墳群や、蔵骨器埋納遺構等の時期と同時期と判断される遺物が多かつた。今後、

この付近において、これらの時期の生活遺跡や生産遺跡の所在が明らかになることに期待した�ヽ。

最後になりましたが、市区画整理課には、上多々良遺跡 (第 12次)調査に関していろいろと便宜

を図つていただき、御協力をいただいた。また、地区の住民の方々にも御理解と御協力をいただい

た。記して感謝します。
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Fig.27上 多々良遺跡(第 12次 )
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出土遺物実測図①(1/2)
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Fig.28上 多々良遺跡(第 12次)出土遺物実測図②(1/2)
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Fig.29上 多々良遺跡(第 12次)出土遺物実測図③(22～ 25=1/2 26・ 27=1/3)
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報 盲

番号
種別 器種

田 エ

地点

靱

ロ
マ

逗
番

法 言
焼成

ユ]司
備考

外 面 内 面

1 土器 甕 T3-3 T3-3 良 嗜茶褐色 茶褐色
外画:横ナデ・刻み目実帯蒙
スス付着 内面:横ナデ

2 土器 甕底部 表採 表採 良 黄橙色 黄橙色
外面:底部ハケ、スス付着
内面:底部指押さえ

3 土器 甕底部 良 薄い賞橙色 黒つばい灰色
外面:底部側面に指押さえ
内画 :指押さえ

4 上器 丸底壷 129 良 赤褐色 赤掲色 ナデ

5 土器 丸底壷 表採 表採 艮
淡赤褐色～

黒灰色
淡赤掲色 横ナデ、指押さえ跡

6 土器 高杯脚柱部 T2-3 良 薄い橙 黄橙色
内面 :上部指押さえ
たてナデ

7 土師器 不 良 赤掲色 淡赤褐色
ミガキと思われるが風化が

著しく不鮮明

8 須恵器 蓋 表採 表採 1165 良 白灰～黒灰 白灰色 外画:焼成時、灰小片溶着

9 須恵器 蓋 T3-3 T3-3
フタ径
100

つまみ
16 良 白灰色 白灰色

須恵器 と室 1 1 良 黒灰色 黒灰色

土器 鉢 230 108 やや
不良
橙色 にぶい黄橙色 内面 :横ナデ

土器 と望 A 良 茶掲色 茶褐色
外面 :Л同部ナデ後指押さえ、
底部T寧なハケロ

土器 葛杯杯部 A 良 赤掲色
赤褐色、黒灰
色

指押さえ後ナデ

土器 A 良 淡赤掲色 黄褐色
外画:底部に押さえあり
内画:指押さえあり

土器 高杯脚柱部 A 良 橙色 にぶい橙色
外面 :たてのハケメ
内面 :つなぎ痕有

土器 高杯脚柱部 A 良 橙色
橙色、上部肌
色

内画:横ナデ
上部指押さえあり

土器 腹合口縁壷 A 良 橙色 橙色

土器 複合口縁壷 A 良 茶褐色 黒灰色 横ナデ

土器 複合口縁壷 A 良 茶褐色 淡茶褐色 複合口縁、ナデ

須恵器 杯身 A 7 良 白灰色 白灰色

土師器 不 A 32-33 良 淡黄白色 淡黄白色
外、内面ナデ調整有
底部へら切り

土器 高杯毎部 B 良 橙色 橙色 内画 :スス付着

土器 高杯杯部 良 黄橙色 黄橙色
外画 :口縁部斜めナデ杯下
部横ナデ内面 :つなぎ痕有

土器 高杯脚柱部 B 良 橙色 灰色
外画:斜めナデ、横ナデ、た
てナデ 内面:斜めナデ

土器 土師器 B 11 良 淡橙色 淡橙色
拓本有、底部へら切り司/4
残 (底部のみ )

土器 甕 B 145/151 28-286 良 赤褐色 赤褐色 外、内面スス付着、ナデ

土器 甕 B 230 295-303 やや
不良
黄橙色 赤掲色

内、外面:ヘラナデ、指圧痕
つなぎ痕 外画 :スス付着

土器 甕 B 良 淡橙色 淡橙色 底部にスス付着

土器 二重口縁壷 B 良 淡赤褐色 赤褐色
刻み目突帯、ナデ 内面:頸
部横ナデ後強い指ナデ

須恵器 蓋 B 外面 :取つ手のような後あり

土師器 外 B 11 良 灰白色 灰白色
拓本有、底部ヘラ切り1/2
残

土器 高杯脚柱部 焼土 焼土 良 薄い黄橙色 薄い赤褐色
画

面

外

内
はりつけ痕、横ナデ

指押さえ

第4表 上多々良遺跡(第 12次 )出土遺物観察表
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番号 出土地点 材質 器種
法量

重量 (gl 色調
最長 (cm) 孔径 (cm) 俸 (cm)

1 14 緑色凝灰岩 菅 玉 0,25 045 0.36 緑 色

2 50 滑石 小 玉 0.3 02 06 016 灰緑色

3 125 滑石 小玉 0.3 0.3 0.5 0.13 灰緑色

4 126 ガラス 小玉 0_4 0.2 05 0.09 青色

5 127 滑石 小 玉 05 0 1 灰緑色

6 128 滑 石 小 玉 0.35 0.3 0 4 灰緑色

7 129 ガラス ′卜下 0_55 055 0, 7 紺色

8 155 滑 石 ′卜下 0.4 0.3 0.6 0_ 1 灰緑色

9 焼 土 滑 石 小 玉 0.4 0.3 025 0.03 黒 色

10 焼土 ガラス 小 玉 0_55 0.3 0_55 0.13 青色

焼土 滑 石 小 玉 0_5 055 0.12 黒 色

12 焼土 滑石 小 玉 0.4 0.5 0_07 黒 色

13 焼土 滑 石 小 玉 0.25 0.2 0.4 0.03 黒 色

14 焼土 滑 石 小玉 0_25 045 0.01 灰 色

15 焼土 滑 石 小玉 0.25 0.2 045 0.03 白灰色

16 焼土 滑 石 小 玉 0.4 0.06 灰緑色

17 焼土 滑石 小 玉 0.25 0.4 0.01 灰緑色

18 焼土 滑石 小玉 0_15 0_3 0.01 灰緑色

19 焼土 滑石 小玉 0.15 0.1 025 0,02 灰緑色

20 焼土 滑石 小 玉 02 0.4 0_03 灰 色

21 焼土 滑石 小 玉 02 0.4 0.02 黒 色

22 焼土 滑 石 ′卜下 02 0_45 0.01 自灰色

23 焼土 滑 石 ′卜下 0.2 0.4 0_01 黒色

24 焼土 滑 石 小 玉 0.2 003 黒色

25 焼土 滑 石 小 玉 0.35 001 黒色

26 焼土 滑 石 ′卜玉 0.01以 下 灰色

第5表 上多々良遺跡 (第 12次 )出土玉類観察表

PL.26上 多々良遺跡(第 12次 )土器集中部A出土状況
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10。 沖田貝塚

所 在 地 延岡市小野町口広橋北詰

調査原因 交為煮拡幅工事
調朝 間  20090617

(つ位置と環境

本貝塚は愛宕山の南西麓、標高約 5。 2mに位置
し、すぐ南に沖田川が流れている。沖田川流域の

地形は埋悽待隠地であり、その谷底幅は現在の川

幅に比べてかなり広�ち沖田貝塚はこれまで大正

2年、大正 13年、昭和23年の計 3回発掘調査
が行われ、市指定遺跡となつている。平成4～ 5

年にも西側の隣接地である横谷遺跡が調査され、

貝層の広がりが確認されている。

の調査の概要

今回の対象地は指定範囲内であり、以前に貝層

が露出していた場所の東側隣接地に当たるため、

貝塚の範囲確認を目的として確認調査を行つた。

調査の結果、現在の道路を造成した際の岩犀を

約 8 0cm掘り下げたところで旧道のアスファル

ト面が確認された。その下では過去に敷設され、

現在も使用されている暗渠状の用水路の天板部分

(コ ンクリート)に当たつた。用水路の天板部分
は、 トレンチ全体にわたつて確認された。貝層が
確認されるとすればさらにその下部であるが、今

回の工事はその深さまで影響は及ばないため、確

認作業を終了した。

K31検出遺構

なし

K41出働

なし

K51ま とめ

今回の調査では明確な遺構等は確認されなかつ

た。しかし、付近の開発には今後も注意を払う必

要がある。

調査面積 7.0だ

担 当 者 甲斐

処  置 慎重工事

PL.29沖 田貝塚調査状況 (東から)

-38-



11.天下中須遺跡 (第 1次 )

所 在 地 延岡市天下町 169外

調査原因 市道改良
司可期 間 20090721-20090824

(1)位置と環境

調査地は、市中心部から西へ約 3.4kmの五ヶ瀬

川が大瀬川と分岐し北へ大きく湾曲した部分に張

り出していく丘陵地帯の北端の付近に位置する。

調査地の約 15Clm北には、国指定史跡南方古墳

群第 40号墳が分布する。40号墳は現在イ凱 立し

た丘陵のように見えるが、今回の調査地と一連を

成すものであつたとも考えられる。また、調査地

より南西に約 400mに南方古墳群第 10号墳が立

しているほか、天下城山遺跡 (中陽 0が所
在している。

②絶 鞭

今回の調査地点は斜面地にあたり、近くに南方

古墳群第 40号墳である横穴が分布することから、

横穴の存在等が予想される立地であつた。現況が

竹林であったため、まずは竹の伐採から着手した。

伐採後、現況で地形に変化が確認される地点、4

箇所 (最終的には拡張により3箇所)に トレンチ

を設定し、人力で表土を剥ぎ取りながら調査を行

つた。

(0検出遺構

なし

④出働

鉄滓、陶磁器片、須恵器片

(51ま とめ

今回の調査では、遺構は確認されなかつたが、

須恵器片等の古墳時代の遺物が、わずかながら

出上している。また興味深いのは鉄津が出上し

ていることである。今後、丘陵頂部付近で開発

等が計画された際は注意が必要であろう。

調査面積 46だ

担 当 者 痴訪

処  置 工事実施

Fig 34天 下中須遺跡 (第 1次)調査区配置図
(1/2.000)

PL 30天下中須遺跡 (第 1次)調査状況
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12.野田人田遺跡 (第 4次 )

所 在 地 延岡市野田町5290外

調査原因 集合住宅建設
調朝 間  20091019～ 20091028

9D`弱豊と夢譴荒

調査地の所在する野田町は、五ヶ湖 ||が大瀬

川と分岐し、lkm程流れ下り】Bこ大きく流れを

変え蛇行する左岸の平野部と、北東に延びる低

丘陵地帯に広がっている。付近には国指定史跡

南方古墳群の野田・野地支群が分布し、古くか

ら周知の埋蔵文化財包蔵地として知られている。

調査地は低位丘陵の裾部にあたり、調査地の

すぐ南の低位丘陵には、国指定史跡南方古墳群

第 37号墳が分布している。第37号墳は古くか

ら墳丘が失われており、長さ2,7mに及ぶ県内

最大の今J抜式家形石棺が露出している。詳細な

調査が行われていないため、墳丘自体が存在し

たのか、或いは石棺自体が持ち込まれたものな

のか不明である。ただし、他に例を見ない非常

に大型の石棺であり貴重な資料であろう。

調査地の南西約500m南西の丘陵上には、未

調査であるが南方古墳群第 38号墳の円墳が存

在する。第 38号墳が所在する丘陵の裾部は、

野田町人田遺跡として1977(昭和52)年に調

査が行われており、弥生時代終末期の竪穴住居

跡 1軒が報告されている。主な出土遺物は、櫛

描波状文を有する二重口縁壺、石包丁、石鏃、

石錘、石斧などである。また、南に約200mの

丘陵では、1993(平成5)年に民間の宅地造成

に伴い、人田遺跡第 2地点の調査が行われてお

り、土師器片や高杯の脚部等の遺物が出上して

いる。2003(平成15)年には第 37号墳の所在す

るイ自立丘陵を取り囲む様に通る市道の拡幅工事

に伴い、野田人田遺跡群 (第 3次)調査が行わ

れている。この調査では、目立った遺構・遺物

は検出されていない。

調査面積 15.0ピ

担 当 者 尾方

処  置 工事実施

Fig 36野田八田遺跡(第4次 )調査区配置図
(1/2,500)
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②絶 鞭

今回の調査地点は、包含層の遺存状況と遺構の検出に主眼を置いた。調査地内で2箇所のトレンチ

を設定し、調査を行つた。両トレンチともに、現地表から約150cm以上の盛土が確認され亀 トレ
ンチ 2の地表下約150cmの ところで礎石状の石を検出した。検出された礎石状の石は、非常に簡易

なつくりであるとともに、その設置された上を観察すると、非常に粘性が高く、重量を掛けると傾い

たり、沈んだりする可能l■が考えられる。直上の層で出土した微量の遺物も、昭和の後半の遺物と判

断され、その時期も古く遡ることはないと判断し亀

③検出遺構

礎石1個

④出勒

なし

15Jま とめ

今回の調査地点は、埋上により高く造成されており、第 37号墳の所在する低位丘陵の影響を受け
ていないことが判明した。検出された礎石も非常に簡易なもので、恒久的な建造物を支えたとは判断

しがたかつた。今後とも周辺の開発には留意する必要があるが、特に第 37号墳の所在する低位丘陵
には注意が必要であろう。

PL.31野 田八田遺跡 (第4次 )調査前近景 (南から)
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13.天下城山遺跡 (第 3次 )

所 在 地 延岡市天下町 527・乙 外

調査原因 宅地造成
調査期間  20091209´～20091215

(つ位置と環境

調査地は、市中心部から西へ約3.4kmの五ヶ瀬

川が大瀬川と分岐し北へ大きく湾曲した部分に張

り出した舌状丘陵】鮮Бに位置する。

この丘陵には国指定南方古墳群 10号墳が立地

するほか、天下城山遺跡 (中瞬 Dが所在して
いる。当該丘陵は平成 11年、携帯電話基地局建

設に伴う調査から、弥生時代の溝遺構が検出され

ている。また平成 15年、高速道路建設に伴う調査

で主郭を含む各曲輪の調査が実施されている。

今回の計画地は、天下城山遺跡が展開する丘陵

裾部にあたることから確認調査を実施した。

C21調査の概要

今回の調査地点は、天下城山遺跡の丘陵裾部に

あたる。現況では後世の開発により丘陵を削平さ

れているが、遺構の残存状況を確認するため開発

予定地内に3本のトレンチを設定し、重機を使用

し調査を実施した。

その結果、削平を受けた地山の上に客上による

造成が行われ、現代の水田耕作が行われていたこ

とが半J明し危

(0検出離

現代の水田址

④出働

なし

⑤まとめ

今回の調査では、遺構 。遺物の確認はされなか

つたが、周辺調査では弥生時代の溝遺構・古墳・

中世城郭が確認 。所在していることから、引き続

き周辺開発に留意が必要であろう。

調査面積 ■.0だ
担 当 者 高浦
処  置 工事実施

PL 32天下城山遺跡 (第3次 )調査状況
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所収遺跡名 所 在 地 市町村‐ド 遺跡コート 】ヒ  漁羊 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

まいみたちてん
舞見田地点

延岡市北川町

川内名6443-2外
452038 32°  42′  10〃

2009/0212

∫

2009/0312

60.0だ
農業基盤
整備事業

種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

石 垣 征
ヽ

所収遺跡名 所 在 地 市町村コード 遺跡コート EIヒ   糸革 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

ゆ
筵溜場祷砦誂
だい じ
(第 19次 )

延岡市桜小路

369-3
452038 3018 32°  34′  46〃 131°  39′  39〃

2009/0225

∫

2009/0227

10.0∬ 個人住宅

種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

城跡 中・近世 征
ヽ

陶磁器・瓦

所収遺跡名 所 在 地 市町村‐ド 遺跡コート 封ヒ 緯 東 経 調査期間 調査面穣 調査原因

Dぺおかじょうないいせヱ
延岡城内遺跡
だい じ
(第 20次 )

延岡市天神小路

310-25
45203 3018 131° 2009/0312 5.0ピ 個人住宅

種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

城跡 中・近世 征
ヽ 陶磁器

所収遺跡名 所 在 地 市町村コード 遺跡コート 北  緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

畜輔
第 1地点

延岡市北方町

南久保山子3325-2・
45203こ

2009/0218
∫

2009/0220

6.0ぜ
市道改良
工事

種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

征
ヽ

石器
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所収遺跡名 所 在 地 市町村‐ド 遺跡コード 】ヒ  糸革 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

役
所
馴

僻̈中卿

た

ヒ

延岡市北方町

北久保山子3879外
45203こ 41

2009/0223
∫

2009/0302
22.0だ
市道改良
工事

種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

散布地 縄文～近世 土坑
剥片・縄文土器・石斧・

土錘・弥生土器

所収遺跡名 所 在 地 市町村‐ド 遺跡コード 】ヒ  糸革 束 経 調査期間 調査面積 調査原因

東原遺跡

(第 5次 )

延岡市北方町

川水流卯9676
45203こ 32°  34′  05″

2009/0317

∫

2009/0319
7.0∬
市道改良
工事

鹿三  月可 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

散布地 旧石器～近世 征
＾

lll片・縄文土器・弥生土器

所収遺跡名 所 在 地 市町村‐ト 遺跡コート
ヾ
】ヒ  糸幕 東  経 調査期間 調査面積 調査原因

東原遺跡

(第6次 )

延岡市北方町

川水流卯963-5。 7
45203[

2009/0309

∫

2009/0310
14.0ポ 個人住宅

種  別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

散布地 旧石器～近世 征
＾

征
ヽ

所収遺跡名 所 在 地 市町村コート 遺跡コード 】ヒ  糸革 束 経 調査期間 調査面積 調査原因

)  でまちち
「
ヵ

ヨの出町 1丁 E
つのばるちてん
角原地点

延岡市 日の出町

1-9-10
452033 32°  35′  16〃

2009/0430

∫

2009/0501
5,0だ 個人住宅

種  別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

征
ヽ

征
＾

所収遺跡名 所 在 地 市町村コード 遺跡コード 】ヒ  湘単 東  経 調査期間 調査面穣 調査原因

生修軌催義彗環
だい じ
(毎 12次 )

延岡市古川町

430
452038 3012

2009/0518

∫

2009/0609
1400.Orぜ

土地区画
整理事業

種  丹I↓ 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

散布地 古墳 征
ヽ

須恵器。土師器・ガラス玉,管玉

所収遺跡名 所 在 地 市町村コード 遺跡ヨート 封ヒ  糸華 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

おきたかいづか

沖田貝塚
延岡市小野町

口広橋北詰

452033 5506 32°  33/ 05″

2009/0617

∫

2009/0617
7.68rぜ
市道改良
工事

種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

貝塚 縄文 任
【

征
＾

所収遺跡名 所 在 地 市町村コ
峠ド 遺跡コード EIヒ   漁革 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

天下中須遺跡

(第 1次 )
弾瑚酌外

坐
巾
　
６９

蝉剛
　‐

452033 4064 32°  34′  35″

2009/0721
∫

2009/0824
46.0ピ
市道改良
工事
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種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

散布地 古墳 征
ヽ

須恵器・鉄宰・陶磁器

所収遺跡名 所 在 地 市町村コード 遺跡コート 】ヒ  漁韓 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

虔
耐
甥中雌中卿

の
ほ
ィ 延岡市野田町

「まか

5290 タト

452033 4072 32°  34′  35〃

2009/1018
∫

2009/1028
15,0だ 集合住宅

種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

集落跡 縄文～古墳 建物礎石 征
ヽ

所収遺跡名 所 在 地 市町村‐ド 遺跡コート 】ヒ  漁華 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

天下城山遺助

(第3次 )

延岡市天下町

527-乙 外

45203g 4063

2009/1209

∫
2009/1215

H.0ピ 個人住宅

種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

城跡 中世 征
＾

銀
＾
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